
　

―
―
東
海
地
域
の
経
済
動
向
を
。

　

波
多
野　

中
部
地
域
の
景
気
は
良

く
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
一
割
、
製
造

業
の
二
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
日
本
経

済
の
現
状
は
一
進
一
退
を
続
け
て
い
る

が
、
こ
の
地
域
は
、
緩
や
か
な
右
肩
上

が
り
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
他
地
域
と

比
べ
て
非
常
に
活
力
が
あ
る
。
自
動
車

産
業
が
底
堅
く
、
航
空
機
産
業
が
右
肩

上
が
り
な
の
が
元
気
の
源
で
す
ね
。

　

―
―
当
地
域
の
産
業
の
将
来
像
は
。

　

波
多
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成
長
戦
略
の
東
海
版
「
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
ト
ウ
カ

イ　

ビ
ジ
ョ
ン
）」
を
策
定
し
て
、
進

め
て
い
ま
す
。
二
年
が
経
過
し
、
関
係

者
の
協
議
を
経
て
こ
の
ほ
ど
改
訂
さ
れ

ま
し
た
。
私
ど
も
が
事
務
局
を
務
め
、

東
海
産
業
競
争
力
協
議
会
が
ま
と
め
た

も
の
で
、
四
分
野
を
戦
略
産
業
と
し
て

強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

―
―
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
。

　
波
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四
分
野
は
自
動
車
関
連
産

業
、
航
空
機
産
業
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
、

環
境
産
業
で
す
。
自
動
車
産
業
が
当
地

域
の
基
盤
で
あ
り
、
部
品
を
含
め
た
生

産
額
は
九
兆
円
。
他
の
産
業
で
の
代
替

は
き
か
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
伸
び
て
く

る
新
し
い
産
業
が
他
の
三
分
野
。
改
定

の
ポ
イ
ン
ト
は
全
体
の
産
業
を
活
性
化

す
る
た
め
の「
二
つ
の
ブ
ー
ス
ト
機
能
」

を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
で
す
。
一

つ
は
Ｉ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
で
従
来

の
産
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
。
も
う

一
つ
は
国
際
化
が
こ
の
地
域
で
は
弱
い

た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
契
機
と
し

て
海
外
展
開
を
支
援
し
、
国
際
化
の
進

展
を
推
進
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

―
―
こ
の
二
年
間
の
動
き
は
。
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こ
の
二
年
間
で
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
だ
っ
た
こ
と
は
、
自
動
車

で
は
昨
年
二
月
に
Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃
料
電
池

自
動
車
）、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
の
本
格
生
産

が
開
始
。
昨
年
十
一
月
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｊ
が

初
飛
行
。
Ｍ
Ｒ
Ｊ
は
日
本
の
民
間
航
空

機
と
し
て
は
五
三
年
ぶ
り
の
飛
行
で
し

た
。
こ
の
二
つ
が
大
き
な
動
き
で
し
た

ね
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
以
前
に
比
べ
て
値
段
が

下
が
り
、
国
な
ど
の
助
成
を
受
け
れ
ば

五
〇
〇
万
円
超
で
入
手
可
能
に
。
生

産
能
力
が
上
が
れ
ば
、
普
及
が
加
速

す
る
は
ず
で
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
実
用
化

は
二
〇
一
八
年
半
ば
。
受
注
は
現
在
、

四
二
七
機
で
す
が
、
本
格
的
な
販
売
段

階
で
さ
ら
に
伸
び
る
で
し
ょ
う
。
燃
費

効
率
な
ど
国
際
競
争
に
も
勝
て
ま
す
よ
。

　

―
―
当
地
域
の
国
際
化
戦
略
を
進
め

る
上
で
の
課
題
は
。
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中
堅
・
中
小
企
業
の
海
外

　「
こ
の
地
域
は
最
も
元
気
が
あ
り
、
さ
ら
な
る
発
展
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
も
高
い
」。
波
多
野
淳
彦
・
中
部
経
済
産
業
局
長
は
愛
知
県
を
中
心

と
す
る
当
地
域
の
活
力
と
航
空
機
産
業
な
ど
に
よ
る
伸
び
る
潜
在
力
を

評
価
す
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
、
デ
フ
レ
脱
却
の
先
陣
を
切
れ
る
の

か
。
当
地
域
の
可
能
性
と
課
題
な
ど
を
聞
い
た
。

（
聞
き
手
／
中
部
財
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
塚
本
隆
代
表
取
締
役
）

中
部
経
済
産
業
局
　
波
多
野  

淳
彦
局
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

日
本
経
済
の
更
な
る
発
展
に
は

外
需
を
取
り
込
む
必
要
が
あ
る



展
開
を
支
援
す
る
「
新
輸
出
大
国
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
経
済
産
業
省
が
進
め

て
い
ま
す
。
輸
出
、
投
資
を
通
し
て
外

国
で
稼
ご
う
と
い
う
も
の
で
す
。次
に
、

海
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
を
増
や
そ
う
と

い
う
も
の
。
名
古
屋
圏
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
弱
い
の
で
、
お
客
さ
ん
を
素
通
り

さ
せ
ず
に
、
し
っ
か
り
つ
か
む
こ
と
が

重
要
で
す
。イ
ン
フ
ラ
整
備
も
必
要
で
、

中
部
国
際
空
港
の
第
二
滑
走
路
や
、
大

型
の
国
際
展
示
場
も
ほ
し
い
。
東
京
、

大
阪
に
比
べ
て
留
学
生
が
少
な
い
の
も

特
徴
的
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
す
べ
て

や
っ
て
、
大
阪
を
超
え
る
国
際
都
市
に

し
た
い
で
す
ね
。

　

―
―
名
古
屋
を
通
過
点
に
せ
ず
、
滞

留
者
を
増
や
す
に
は
。
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滞
在
し
て
も
ら
う
た
め
の

観
光
資
源
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
す
。
今
は
、
本
丸
御
殿
の
第
二
期

工
事
が
完
了
し
た
名
古
屋
城
だ
け
が
多

く
の
人
を
集
め
て
い
る
。
熱
田
神
宮
は

由
緒
あ
る
立
派
な
施
設
で
、明
治
神
宮
、

サ
ミ
ッ
ト
で
話
題
に
な
っ
た
伊
勢
神
宮

同
様
、
外
国
人
が
も
っ
と
訪
れ
て
も
い

い
。
そ
の
ほ
か
に
、
商
店
街
な
ど
も
整

備
を
進
め
れ
ば
集
客
が
で
き
ま
す
。
名

古
屋
地
域
で
は
外
国
語
表
示
の
整
備
が

遅
れ
て
い
ま
す
ね
。
名
古
屋
駅
は
、
私

も
当
初
、
よ
く
迷
っ
た
が
、
日
本
人
で

も
迷
う
の
だ
か
ら
、
も
う
少
し
外
国
人

が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
整
備
し
た
方

が
い
い
。
行
き
先
の
表
示
に
は
、
英
語

を
併
記
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
観
光
施

設
の
解
説
に
は
、
英
語
に
加
え
中
国
語

な
ど
の
言
語
で
の
対
応
が
必
要
で
す
。

そ
う
し
た
整
備
を
進
め
て
い
け
ば
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

―
―
東
海
地
域
の
新
産
業
創
出
の
ポ

イ
ン
ト
は
。

　

波
多
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日
本
の
経
済
成
長
は
一
％

前
後
、世
界
の
経
済
成
長
は
平
均
三
％
。

日
本
の
経
済
成
長
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
に
は
、外
需
を
取
り
込
む
し
か
な
い
。

方
策
は
四
つ
。
第
一
は
、
こ
の
地
域
で

一
番
得
意
な
モ
ノ
づ
く
り
。
立
派
な
物

を
つ
く
れ
ば
外
国
へ
輸
出
で
き
る
。
第

二
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
獲
得
。
外
国

人
観
光
客
を
多
く
獲
得
し
、
様
々
な
物

を
買
っ
て
も
ら
う
。
第
三
は
、
海
外
投

資
。
平
均
三
％
で
成
長
す
る
外
国
に
投

資
を
し
、リ
タ
ー
ン
を
得
る
。
第
四
は
、

外
国
で
稼
い
で
く
る
。
若
い
人
に
は
、

い
ず
れ
か
の
外
国
語
を
マ
ス
タ
ー
し
て

外
国
で
稼
ぐ
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
も
ら
い
た
い
。
輸
出
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
ん
な
方
法
で
稼
ぐ
こ

と
が
大
事
で
す
。

　

―
―
貴
局
の
今
後
果
た
す
役
割
を
。
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基
本
的
に
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｉ　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
で
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
出
荷
が
始

ま
れ
ば
、
航
空
機
産
業
は
急
激
に
拡

大
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
と
な

る
部
品
を
製
造
す
る
中
小
部
品
産
業

へ
の
支
援
が
重
点
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
地
域
の
航
空
機
産
業
は
現

在
、
八
五
〇
〇
億
円
規
模
で
す
が
、
年

一
〇
〇
〇
億
円
程
度
増
え
て
お
り
、
大

き
な
伸
び
が
期
待
で
き
ま
す
か
ら
ね
。

　

―
―
若
手
経
営
者
の
育
成
支
援
は
。

　

波
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創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援

な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
若
い
人
向

け
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
は
、
是
非
、

世
界
を
回
っ
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
ネ

タ
を
探
し
て
き
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
設

は
、
民
間
経
営
者
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
で
、
若
い
世
代
に
期
待
し
た
い
で
す

ね
。

　

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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